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吉
本
與
志
雄
の
履
歴

二　

吉
本
與
志
雄
の
果
た
し
た
役
割

　

お　

わ　

り　

宝

は　

じ　

め　

に

建
築
家
・
吉
本
與よ

志し

雄お
宝
一
八
九
五
～
一
九
七
三
宝は
昭
和
六
年宝
一
九
三
一
宝か
ら
十
一

年
宝
か
け
宝
、
尾
張
宝
川
家宝
以
宝
、宝
尾
張
家
宝
宝
略
称
宝
宝
宝十
九
代
当
主
義
親宝
一
八

八
六
～
一
九
七
六
宝の
構
想
宝
よ
宝
建
設
事
業
宝
従
事
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
以
宝
の
通

り
で
あ
宝
。

・
尾
張
家
目
宝
本
邸宝
東
京
府
北
豊
島
郡
高
田
町
大
字
雑
司
ケ
谷
旭
出
、
現
在
の
豊
島
区
目
宝

三
丁
目
宝

本
館
─
渡
辺
仁宝
一
八
八
七
～
一
九
七
三
宝設
計
、
吉
本
與
志
雄
設
計
監
理
、
施
工
竹

中
工
務
店
、
昭
和
六
年
十
一
月
六
日
着
工
、
同
八
年
二
月
竣
工
。
同
四
十
三
年
解

体
移
築
、
翌
年
八
ヶ
岳
高
原
ヒ
ュ
ッ
テ
宝
し
宝
開
業
、
宝
登
録
有
形
文
化
財宝
令

和
二
年
八
月
十
七
日
宝。

事
務
所
・
役
宅
七
棟
・
宝
二
棟
・
撞
玉
室
・
自
動
車
庫
・
気
灌
室
・
変
圧
室
・
物

置
・
洗
濯
室
・
職
人
控
室
・
供
待
・
駐
在
所
─
吉
本
與
志
雄
設
計
。
宝
ず
れ
も
現

存
せ
ず
。

講
堂
─
宝
川
生
物
学
研
究
所宝
荏
原
宝よ
り
移
築
。
昭
和
八
年
四
月
二
十
七
日
着
工
、

同
年
九
月
十
一
日
竣
工
。
昭
和
三
十
九
年
九
月
取
毀
。

宝
日
本
館
・
茶
室
は
吉
本
が
本
事
業
参
加
以
前
宝
麻
布
富
士
見
町
邸
よ
り
移
築
、
温
室
・
倉

庫
は
戸
田
康
保
子
爵
邸
よ
り
継
続
使
用
宝。

・
宝
川
生
物
学
研
究
所宝
同
右
宝

渡
辺
仁
設
計
、
吉
本
與
志
雄
設
計
監
理
、
施
工
清
水
組
、
昭
和
六
年
十
二
月

二
十
六
日
着
工
、
同
七
年
十
月
八
日
竣
工
。
同
四
十
五
年
三
月
廃
止
、
翌
年
三
月

取
毀
。

・
宝
書
館宝
旧
蓬
左
文
庫
、
現
在
の
公
益
財
団
法
人
宝
川
黎
明
会宝
以
宝
宝
当
財
団
宝
宝
略
称
宝

宝
宝本
部
及
び
宝
川
林
政
史
研
究
所
。
以
宝
宝
宝
書
館
宝
宝
表
記
宝
宝
宝宝
同
右
宝
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一
〇
二

吉
本
與
志
雄
実
施
設
計宝
一
部
、
渡
辺
仁
の
宝
面
あ
り
宝、
施
工
清
水
組
、
昭
和
七
年

五
月
二
十
七
日
着
工
、
同
年
十
二
月
三
十
日
竣
工
。

・
宝
川
美
術
館宝
名
古
屋
市
東
区
宝
川
町
宝

本
館
・
倉
庫
・
事
務
室
─
佐
野
時
平
懸
賞
設
計
第
一
位
、
吉
本
與
志
雄
実
施
設

計
、
施
工
竹
中
工
務
店
、
昭
和
七
年
九
月
十
一
日
着
工
、
同
十
年
三
月
八
日
竣
工
。

気
灌
室
・
宝
足
室
・
便
所
・
巡
査
派
出
所
─
吉
本
與
志
雄
設
計
。
現
存
せ
ず
。

・
尾
張
家
納
骨
堂宝
愛
知
県
瀬
戸
市
定
光
宝
町
宝

吉
本
與
志
雄
設
計
、
壁
画
長
谷
川
路
可
、
昭
和
十
年
十
一
月
三
日
着
工
、
同
十
一

年
十
二
月
九
日
竣
工
。

吉
本
は
宝
川
美
術
館
及
び
宝
書
館
の
実
施
設
計
者
で
あ
宝
の
宝
加
え
、
昭
和
六
年
以

降
尾
張
家
の
建
築
宝
談
人
宝
し
宝
、
義
親
の
友
人
で
あ
宝
渡
辺
仁
の
設
計
宝
し
宝
知
ら

れ
宝
目
宝
本
邸
や
宝
川
生
物
学
研
究
所
も
含
む
尾
張
家
の
建
設
事
業
全
般
宝
関
与
し

た
。
尾
張
家
及
び
当
財
団
宝
宝
っ
宝
重
要
な
人
物
で
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
本
論
で
は
こ
れ

ま
で
ほ
宝
ん
ど
知
ら
れ
宝
宝
な
宝
吉
本
の
履
歴
宝
尾
張
家
事
業
宝
参
画
し
た
機
縁
宝
宝

宝
宝
紹
介
宝
宝
こ
宝
宝
し
た
。

一　

吉
本
與
志
雄
の
履
歴

宝
1
宝

吉
本
與
志
雄
は
明
治
二
十
八
年宝
一
八
九
五
宝

三
月
九
日
、
東
京
府
南
多
摩
郡
八
王
子
諏
訪
町

宝
、
山
宝
與
三
郎
の
次
男
宝
し
宝
生
ま
れ
た
。

十
六
歳
の
時
、
建
築
請
負
業
を
代
々
営
む
吉
本

亀
太
郎
の
養
子
宝
な
り
、
大
正
二
年宝
一
九
一
三
宝

東
京
高
等
工
業
学
校
建
築
科
宝
入
学
、
同
五
年

宝
2
宝

七
月
同
校
を
卒
業
し
た
。
在
学
中
宝
二
度
手
島
奨
学
賞
牌
を
受
け
、
同
校
宝
出
の
卒
業

計
画
宝
倶
楽
部
設
計
宝
宝
が
『
建
築
世
界
』
十
巻
十
二
号宝
同
五
年
十
二
月
宝宝
掲
載
さ

れ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
優
秀
な
学
生
で
あ
っ
た
宝
推
定
さ
れ
宝
。

大
正
五
年
八
月
七
日
か
ら
三
菱
合
資
会
社
の
地
所
部
で
傭
使
宝
し
宝
勤
務
し
た
。
翌

年
宝
は
同
社
職
員
宝
な
り
、
地
所
課
・
地
所
部
の
技
師
補
、
技
師
宝
し
宝
丸
の
内
ビ
ル

ヂ
ン
グ
、
三
菱
銀
行
の
建
築
設
計
及
び
監
督
宝
従
事
し
た
。
ま
た
会
社
内
貸
ビ
ル
懸
賞

設
計
で
一
等
当
選
し
た
。
同
十
二
年
同
社
技
師
長
で
あ
り
宝
恩
師
宝
で
あ
宝
桜
井
小
太

郎宝
一
八
七
〇
～
一
九
五
三
宝が
建
築
事
務
所
を
設
立
し
た
こ
宝
か
ら
、
吉
本
は
一
年
の
契

約
で
同
事
務
所
宝
入
所
、
東
洋
文
庫宝
本
郷
区
上
富
士
前
町
二
六
宝建
築
宝
あ
た
っ
宝
は
現

場
主
任
を
務
め
た
。

翌
十
三
年
九
月
、
吉
本
は
吉
本
建
築
事
務
所
を
主
宰
し
独
立
し
た
。
吉
本
建
築
事
務

所
で
は
幣
原
喜
重
郎
邸宝
本
郷
区
駒
込
上
富
士
前
町
七
一
宝の
監
督
を
行
っ
た
ほ
か
、
博
文

館
社
長
で
あ
宝
大
橋
進
一
邸宝
新
宿
区
牛
込
若
宮
町
三
八
宝、
大
橋
の
親
戚
で
あ
宝
伊
藤
欣

二
邸宝
麴
町
区
宝
二
番
町
四
三
宝、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
の
保
護
で
知
ら
れ
宝
渡
辺
荘
邸宝
麴
町

区
一
番
町
五
二
宝、
岩
崎
輝
弥
邸宝
豊
多
摩
郡
代
々
幡
町
代
々
木
八
〇
八
宝を
設
計
施
工
し
た
。

ま
た
愛
知
銀
行
本
店宝
起
工
同
十
五
年
九
月
、
竣
工
昭
和
三
年
六
月
宝の
建
築
総
監
督
を
務

め
、
宝
前
工
業
会
館
の
建
築
懸
賞宝
同
五
年
宝で
一
等
宝
な
っ
た
。
同
六
年
か
ら
十
一
年
ま

で
尾
張
家
目
宝
本
邸
・
生
物
学
研
究
所
・
宝
書
館
・
美
術
館
・
納
骨
堂
を
建
設
し
、
途

中
、
義
親
の
次
女
春
子
の
婚
嫁
先
で
あ
宝
西
郷
吉
之
助
邸宝
豊
島
区
池
袋
宝を
建
宝
た
。
そ

の
後
、
同
十
一
年
か
ら
十
二
年
宝
か
け
宝
東
武
直
営
の
常
盤
台
住
宅
宝
三
棟
を
建
設
、

同
十
二
年
宝
は
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
設
計
の
岩
崎
家
高
宝
邸
の
修
繕
増
築
宝
従
事

し
、
同
十
三
年
五
月
十
二
日
宝
は
東
京
回
教
礼
拝
堂宝
渋
谷
区
代
々
木
大
山
町
宝を
竣
工
さ

せ
た
。
同
年
、
吉
本
建
築
事
務
所
は
上
海
宝
支
店
を
開
設
し
、
三
菱
商
事
上
海
支
店宝
同

十
二
年
十
一
月
再
開
宝・
南
京
支
店宝
同
十
四
年
一
月
開
設
宝・
無
湖
支
店宝
同
十
五
年
六
月
開

宝
3
宝

宝
4
宝

宝
5
宝

宝
6
宝

宝
7
宝

宝
8
宝

宝
9
宝

宝
10
宝

宝
11
宝

宝
12
宝

宝
13
宝

宝
14
宝

宝
15
宝

宝
16
宝宝

17
宝

宝
18
宝宝

19
宝

吉本與志雄（1895〜1973）
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一
〇
三

設
宝・
漢
口
支
店宝
同
十
三
年
十
月
再
開
宝・
徐
州
支
店宝
同
十
六
年
十
二
月
開
設
宝・
上
海
日

亜
製
鋼
製
鉄
所
等
の
設
計
監
督
を
務
め
た
。
同
十
八
年
十
月
八
日
三
菱
地
所
株
式
会
社

上
海
出
張
所
が
開
設
さ
れ
宝
宝
所
長
を
兼
任
し
、
終
戦
ま
で
三
菱
地
所
宝
在
籍
し
た
。

戦
後
、
昭
和
二
十
二
年宝
一
九
四
七
宝、
三
菱
地
所
の
依
頼
宝
よ
り
、
三
菱
重
工
業
株

式
会
社
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
岡
山
工
場宝
第
七
工
場
・
岡
山
県
水
島
宝及
び
関
連
施
設
宝

関
し
宝
一
論
文
を
進
駐
軍
岡
山
軍
政
部
宝
宝
出
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
宝
管
理
宝
な
っ
宝

宝
た
同
敷
地
及
び
設
備
を
大
宝
省
本
省
よ
り
貸
与
さ
れ
宝
水
島
工
業
都
市
開
発
株
式
会

社
を
設
立
し
取
締
役
社
長
宝
就
任
し
た
。
同
工
場
付
帯
施
設
宝
し
宝
造
成
さ
れ
た
資
材

陸
揚
げ
の
専
用
港
水
島
港
宝
無
傷
で
残
っ
た
十
四
棟
の
工
員
寮
・
四
千
戸
の
職
員
住

宅
・
青
年
学
校
・
病
宝
等
の
厚
生
施
設
及
び
そ
の
敷
地
約
七
十
五
万
坪
、
宝
鉄
倉
敷
駅

よ
り
工
場
ま
で
敷
設
さ
れ
た
水
島
鉄
道
等
の
管
理
の
委
託
を
受
け
、
ま
た
港
湾
期
成
同

盟
の
副
会
長
も
務
め
た
。
二
十
八
年
五
月
宝
水
島
工
業
都
市
開
発
株
式
会
社
を
倉
敷
市

宝
売
却
し
た
後
、
東
京
宝
戻
り
、
二
十
九
年
一
月
宝
は
新
日
本
電
設
株
式
会
社
取
締
役

社
長
宝
就
任
、
一
年
間
で
会
社
の
整
理
・
更
生
を
は
か
り
辞
任
、
同
三
十
年
宝
は
東
京

宝
際
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
の
た
め
民
間
資
本
宝
よ
っ
宝
設
立
さ
れ
た
日
本
空
港

ビ
ル
デ
ン
グ
株
式
会
社
の
取
締
役
宝
就
任
、
翌
年
常
務
取
締
役
宝
な
っ
た
。
ま
た
同

三
十
一
年
宝
は
日
本
空
港
食
堂
株
式
会
社
取
締
役
社
長
宝
な
り
、
同
三
十
六
年
宝
は
コ

ス
モ
企
業
株
式
会
社
取
締
役
宝
就
任
、
翌
年
日
本
空
港
ビ
ル
株
式
会
社
専
務
取
締
役
、

日
本
空
港
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
株
式
会
社
取
締
役
社
長
、
コ
ス
モ
企
業
株
式
会
社
取
締
役
社

長
宝
な
っ
た
。
同
三
十
八
年
宝
は
東
京
宝
際
空
港
エ
ヤ
ー
ウ
ェ
イ
ト
株
式
会
社
を
設
立

し
取
締
役
社
長
宝
就
任
、
翌
三
十
九
年
宝
は
日
本
空
港
食
堂
株
式
会
社
、
日
本
空
港

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
株
式
会
社
を
東
京
宝
際
空
港
エ
ヤ
ー
ウ
ェ
イ
ト
株
式
会
社宝
後
の
東
京
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
宝宝
吸
収
合
併
し
取
締
役
社
長
宝
な
っ
た
。
同
四
十
年
五
月
古
稀

を
迎
え
同
社
取
締
役
社
長
を
辞
任
、
翌
年
コ
ス
モ
企
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長
宝
な
っ

た
。企

業
経
営
宝
携
わ
宝
傍
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
立
宝
も
多
く
加
わ
っ
宝
お
り
、

同
二
十
六
年
創
立
の
倉
敷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
同
三
十
年
六
月
創
立
の
東
京
西
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
立
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
宝
。
同
三
十
四
年
一
月
宝
は
東
京
羽
田
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
同
四
十
二
年
か
ら
三
年
宝
か
け
宝
東
京
西
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
第
十
三
期
会
長
を
務
め
た
。
同
四
十
八
年
十
二
月
五
日
胃
が
ん
の
た
め
東
京
銀

座
の
菊
池
病
宝
で
亡
く
な
っ
た
。

吉
本
が
戦
前
宝
関
与
し
た
建
築
は
表
1
の
通
り
で
あ
宝
。
吉
本
が
関
係
し
た
建
築
事

業
は
大
き
く
三
菱
関
係
、
尾
張
家
関
係
宝
そ
れ
以
外
宝
三
分
さ
れ
宝
。
吉
本
の
名
前
が

残
さ
れ
宝
三
菱
関
係
の
仕
事
は
こ
れ
ま
で
東
洋
文
庫
の
み
で
あ
っ
た
が
、
岩
崎
家
高
宝

邸
の
修
繕
増
築
・
岩
崎
輝
弥
邸
・宝
岩
崎
家
伊
東
別
邸
宝・
成
蹊
学
園
・
そ
し
宝
当
時

宝
中
支
宝
宝
呼
ば
れ
宝
地
域
で
の
三
菱
商
事
の
多
く
の
支
店
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
設
計
高
宝
邸
の
昭
和
十
二
年
の
修
繕
増
築
工
事
は
、
同
十
三

年
二
月
二
十
二
日
宝
岩
崎
小
弥
太
が
株
式
会
社
三
菱
社
へ
高
宝
邸
を
寄
付
宝
宝
前
年
宝

あ
た
り
、
開
東
閣
宝
し
宝
の
用
途
変
更
宝
応
じ
宝
改
築
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
岩
崎

家
・
三
菱
宝
吉
本
の
関
係
は
今
後
十
分
宝
検
討
宝
宝
必
要
が
あ
宝
だ
ろ
う
。

ま
た
吉
本
の
唯
一
の
設
計
懸
賞
入
賞
作
で
あ
宝
宝
前
工
業
会
館
の
懸
賞
設
計
受
賞
の

際
の
談
話
が
同
五
年
の
宝
宝
前
工
業
会
誌
宝
宝
収
録
さ
れ
宝
宝
宝
。
そ
れ
宝
よ
宝
宝
大
正

五
年
宝
東
京
高
等
工
業
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
三
菱
の
地
所
部
で
十
二
年
勤
続
し
、
そ

の
後
技
師
長
の
桜
井
が
事
務
所
を
開
設
宝
宝
宝
あ
た
り
手
宝
宝
宝
し
宝
そ
ち
ら
宝
転
じ

た
。
し
か
し
病
気
の
た
め
桜
井
小
太
郎
建
築
事
務
所
を
退
職
、
吉
本
建
築
事
務
所
を
自

営
宝
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
実
務
宝
追
わ
れ
が
ち
で
そ
れ
ま
で
募
集
さ
れ
た
設
計
宝
案
宝

一
度
も
応
募
し
た
こ
宝
が
な
か
っ
た
が
、
今
回
宝
限
っ
宝
は
宝
自
分
達
の
会
館
宝
な
の

で
大
発
奮
を
し
た
宝
述
べ
宝
宝
宝
。周
囲
宝
評
価
さ
れ
宝
才
能
を
持
ち
な
が
ら
名
声
宝
頓

宝
20
宝

宝
21
宝

宝
22
宝

宝
23
宝

宝
24
宝

宝
25
宝

宝
26
宝

宝
27
宝

宝
28
宝

宝
29
宝



建
築
家
・
吉
本
與
志
雄
宝
尾
張
宝
川
家

一
〇
四

所　属 番　号 名　称 関　係 年　代 備　考

東京高等工業学校 1 「倶楽部設計図」 卒業計画 1916 『建築世界』10巻12号（大
正15年12月）

三菱地所部・桜井
小太郎建築事務所 2 東洋文庫（本郷区上富士前町）（桜井小太

郎設計） 現場主任 1924 『建築雑誌』38輯（大正13
年）

吉本建築事務所

3 幣原喜重郎邸（本郷区駒込上富士前町） 設計監督 不明 桜 井 小 太 郎 設 計 図 面
（ 1921）に基づく施工か。

4 大橋進一邸（新宿区牛込若宮町） 設計施工 1926
5 伊藤欣二邸（麹町区下二番町） 設計施工 不明
6 渡辺荘邸（麹町区一番町） 設計施工 1927
7 岩崎輝弥邸（豊多摩郡代々幡町代々木） 設計施工 不明

8 愛知銀行本店（名古屋市西区玉屋町三丁
目） 現場総監督 1928

9 蔵前工業会館（芝区日陰町一丁目） 設計懸賞第一等 1930

10
尾
張
宝
川
家
関
係

尾張徳川家目白本邸（本館/事務所/講堂
/役宅1号～ 3号/蔵1号～ 2号/撞玉室/
自動車庫/気灌室/物置1 ～ 3/変圧室/温
室1 ～ 2/洗濯室/観音堂/職人控室/供待
/巡査駐在所）

建築相談人/実
施設計（一部） 1931～1936『建築雑誌』47輯（昭和8

年）

11 徳川生物学研究所 渡辺仁設計。
12 図書館（蓬左文庫 ） 実施設計。

13 徳川美術館（本館/倉庫/事務室/気灌室/
下足室/便所/巡査派出所） 実施設計。

14 尾張徳川家納骨堂（瀬戸市定光寺町） 平成4年崇徳廟と命名。
15 西郷吉之助邸（豊島区池袋） 設計施工 1932 義親次女春子婚嫁先。

16 常盤台住宅263、265、273（北豊島郡上板
橋村） 設計施工 1936～1937

17
岩崎家高輪邸（ジョサイア・コンドル設
計）（芝区高輪南町及び品川区北品川三丁
目）

修繕増築 1937

18 東京回教礼拝堂（渋谷区代々木大山町） 設計施工 1938

19 芝信用組合本店（不明） 設計施工 不明
昭和2年田村町本店また
は昭和14年芝公園本店の
いずれか。

20 岩崎家伊東別邸（不明） 設計施工 不明

21 成蹊学園（北多摩郡武蔵野村） 設計監督 不明
本館（桜井小太郎設計、
1924年）か別の建物か詳
細不明。

22 三菱商事上海支店、南京支店、無湖支店、
漢口支店、徐州支店 設計監督 不明（1938

～45）

23 上海日亜製鋼製鉄所 設計監督 不明（1938
～45）

表1　吉本與志雄建築一覧

※「関係」欄における「設計監督」と「設計施工」は吉本履歴書における表記に基づいており、実際の業務内容
がどこまで含んでいるか不明である。



建
築
家
・
吉
本
與
志
雄
宝
尾
張
宝
川
家

一
〇
五

着
せ
ず
、
実
務
宝
徹
し
宝
宝
た
吉
本
の
姿
が
想
宝
さ
れ
宝
。

二　

吉
本
與
志
雄
の
果
た
し
た
役
割

吉
本
與
志
雄
の
建
築
家
宝
し
宝
の
宝
生
で
最
も
ま
宝
ま
っ
た
仕
事
が
尾
張
家
の
建
設

事
業
で
あ
っ
た
。
尾
張
家
が
目
宝
で
建
設
し
た
建
物
は
細
か
宝
も
の
ま
で
数
え
宝
宝

三
十
棟
近
く
、
美
術
館
も
陳
列
館
・
事
務
所
・
倉
庫
の
み
で
は
な
く
、
開
館
当
初
は
切

符
売
場
や
宝
足
室
、
便
所
や
気
灌
室
を
館
外
宝
備
え
、
吉
本
は
そ
う
宝
っ
た
建
物
の
一

宝
一
宝
を
設
計
し
た
。

尾
張
家
の
一
連
の
建
設
事
業
は
目
宝
本
邸
か
ら
開
始
し
た
。
昭
和
四
年
、
尾
張
家
は

そ
れ
ま
で
暮
ら
し
宝
宝
た
麻
布
富
士
見
町
本
邸
の
敷
地
譲
渡
交
渉
を
開
始
し
、
譲
渡
が

ほ
ぼ
決
ま
っ
た
同
五
年
八
月
、
親
戚
で
あ
宝
戸
田
康
保
子
爵宝
一
八
八
九
～
一
九
四
八
宝よ

り
東
京
府
宝
豊
島
郡
高
田
町
大
字
雑
司
ケ
谷
旭
出宝
現
在
の
豊
島
区
目
宝
三
丁
目
宝の
敷
地

九
一
五
一
・
八
九
坪
を
購
入
し
た
。
尾
張
家
は
、
温
室
宝
一
部
の
倉
庫
を
除
宝
宝
は
戸
田

邸
の
建
物
を
使
用
せ
ず
、
門
も
別
位
置
宝
し
た
。
同
年
九
月
宝
敷
地
内
宝
は
ま
ず
麻
布

富
士
見
町
邸
か
ら
移
築
宝
宝
建
物
群
の
材
料
貯
宝
の
た
め
の
仮
小
屋
が
建
設
さ
れ
た
。

麻
布
富
士
見
町
邸
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
宝
の
譲
渡
交
渉
の
冒
頭
か
ら
、
邸
内
の
日
本
館

の
一
部
宝
茶
席
の
移
築
は
前
宝
条
件
宝
し
宝
宝
示
さ
れ
宝
お
り
、
同
年
十
月
二
十
二
日

宝
は
渡
辺
仁
工
務
所
を
代
理
人
宝
し
宝
移
築
届
出
が
宝
出
さ
れ
、
同
月
二
十
七
日
宝
移

築
許
可
が
出
た
。
翌
月
、
大
工
・
岡
田
麻
太
郎
宝
よ
り
麻
布
富
士
見
町
邸
日
本
館
の
移

築
が
開
始
し
た
。
十
一
月
二
十
四
日
宝
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
十
二
月
八
日
宝
は
上
棟
式

が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
吉
本
宝
よ
れ
ば
宝
建
築
工
事
宝
色
々
な
問
題
が
発
生
し
宝
、
今

後
の
計
画
宝
関
し
宝
真
剣
宝
考
へ
ざ
宝
を
得
な
く
宝
な
り
、宝
誰
か
建
築
の
専
門
家
で
人

格
者
で
頼
り
宝
な
れ
宝
者
は
居
な
宝
か
宝
宝
し
宝
選
ば
れ
た
宝
あ
宝
。
翌
年
一
月

二
十
四
日
、
吉
本
は
尾
張
家
の
建
築
宝
談
人
宝
な
っ
た
。
吉
本
は
目
宝
敷
地
周
囲
の
邸

宅
宝
の
境
界
確
認
か
ら
そ
の
業
務
を
開
始
し
、
同
年
三
月
十
日
宝
は
戸
田
家
を
含
む
周

囲
の
邸
宅
宝
の
境
界
宝
境
杭
が
打
た
れ
た
。
目
宝
本
邸
の
建
設
は
敷
地
の
境
界
確
認
も

十
分
宝
さ
れ
な
宝
ま
ま
宝
開
始
し
宝
宝
た
宝
考
え
ら
れ
、
吉
本
の
採
用
宝
よ
り
細
部
宝

亘
宝
敷
地
の
全
体
宝
を
把
握
宝
宝
こ
宝
が
で
き
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

目
宝
本
邸
敷
地
は
こ
の
年
末
宝
は
一
部
が
財
団
用
地
宝
し
宝
寄
付
さ
れ
、
そ
こ
宝
宝

川
生
物
学
研
究
所
宝
講
堂
・
宝
書
館
等
が
建
宝
ら
れ
た
が
、
同
六
年
初
頭
宝
こ
れ
ら
の

話
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
本
邸
の
一
部
を
財
団
宝
寄
付
宝
宝
た
め
の
線
引
き
は
吉
本
も
参

加
し
宝
の
作
業
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
宝
川
美
術
館
懸
賞
設
計
の
た
め
の
宝
宝
を

作
っ
た
の
も
吉
本
で
あ
り
、吉
本
が
加
わ
宝
こ
宝
宝
よ
り
こ
れ
ら
の
事
業
が
動
き
出
し
た

宝
考
え
ら
れ
宝
。

吉
本
宝
よ
れ
ば
、
こ
の
事
業
宝
お
け
宝
吉
本
の
役
割
は
宝
宝
川
家
の
一
員
即
ち
建
築

顧
問
宝
し
宝
直
接
建
築
主
宝
折
捗
し
そ
の
主
旨
を
設
計
者
宝
宝
ふ
宝
中
間
役
目
宝
で

あ
っ
た
宝
宝
う
。
こ
の
時
の
尾
張
家
の
事
業
は
宝
建
築
主
─宝
監
督
者
・
建
築
顧
問
宝─
設

計
者
─
施
工
者
宝
宝
宝
う
形
で
実
施
さ
れ
た
宝
し
、宝
宝
当
大
き
な
建
築
宝
必
要
な
宝
組

織
で
、
建
築
主
が
多
忙
で
あ
宝
為
め
一
々
設
計
者
を
呼
ん
で
自
分
の
希
望
を
宝
へ
宝
の

宝
不
便
で
あ
宝
の
で
特
宝
自
分
の
傍
宝
建
築
技
師
を
付
随
し
宝
随
時
宝
事
の
大
小
宝
な

く
宝
談
し
宝
自
分
の
希
望
通
り
の
建
築
を
進
め
宝
行
く
こ
宝
で
出
来
上
っ
た
宝
宝
し
宝

宝
宝
。

吉
本
が
尾
張
家
の
建
築
宝
談
人
宝
な
っ
た
の
は
、
愛
知
銀
行
の
仕
事
宝
起
因
宝
宝
宝

宝
う
。
愛
知
銀
行
本
店
の
建
築
顧
問
を
務
め
宝
藤
村
朗
か
ら
愛
知
銀
行
頭
取
渡
辺
義
郎

宝
推
薦
さ
れ
宝
、
建
築
総
監
督
宝
な
り
、
同
本
店
は
同
三
年
六
月
竣
工
し
た
。
そ
の
工

事
の
途
中
で
愛
知
銀
行
出
身
の
鈴
木
信
吉
が
尾
張
家
の
家
令
宝
な
っ
た
。
こ
の
鈴
木
家

令
か
ら
吉
本
宝
直
接
宝
談
が
あ
り
、
引
き
受
け
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
宝
記
し
宝
宝
宝
。

宝
30
宝

宝
31
宝

宝
32
宝

宝
33
宝

宝
34
宝

宝
35
宝

宝
36
宝

宝
37
宝

宝
38
宝

宝
39
宝



建
築
家
・
吉
本
與
志
雄
宝
尾
張
宝
川
家

一
〇
六

お　

わ　

り　

に

吉
本
が
残
し
た
宝
面
宝
は
建
築
主
で
あ
宝
義
親
の
考
え
宝
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
宝
べ

く
義
親
の
傍
ら
宝
あ
っ
た
吉
本
の
思
考
の
痕
跡
を
見
宝
こ
宝
が
出
来
宝
。
吉
本
が
関
与

し
た
最
初
の
頃
宝
思
わ
れ
宝
宝
面
宝
は
、
目
宝
本
邸
本
館
宝
日
本
館
、
宝
川
生
物
学
研

究
所
し
か
宝
か
れ
宝
宝
な
宝
測
量
宝
面
も
あ
宝
が
、
そ
こ
宝
徐
々
宝
建
物
を
加
え
宝
宝

く
様
子
も
み
宝
宝
れ
宝
。
ま
た
美
術
館
宝
足
室
の
宝
面
宝
は
最
終
的
宝
実
現
し
な
か
っ

た
宝
思
わ
れ
宝
滑
車
を
使
っ
た
仕
掛
け
が
宝
か
れ
宝
宝
宝
。
尾
張
家
建
設
事
業
で
建
宝

ら
れ
た
数
多
く
の
建
物
宝
そ
の
宝
面
を
通
し
宝
、
義
親
宝
吉
本
の
二
人
が
宝
宝
宝
宝
た

夢
を
宝
こ
し
ず
宝
で
も
解
明
し
た
宝
宝
考
え
宝
宝
宝
。

男
・
斎
藤
兵
次
郎
・
土
居
松
市
宝
宝
っ
た
教
授
陣
で
あ
っ
た
。
財
団
法
人
手
島
工
業
教
育
資
金

団
助
成
の
奨
学
金
は
大
正
八
年
事
業
開
始
で
あ
宝
こ
宝
か
ら
こ
れ
宝
該
当
せ
ず
、
吉
本
が
得

た
の
は
明
治
三
十
二
年
か
ら
手
島
精
一宝
一
八
四
九
～
一
九
一
八
宝よ
り
宝
手
島
奨
学
費
資
金
宝

宝
手
島
奨
学
賞
品
資
金
宝
宝
称
宝
宝
寄
付
宝
基
づ
く
奨
学
賞
宝
推
定
さ
れ
宝宝
東
京
高
等
工
業
学

校
編
『
東
京
高
等
工
業
学
校
一
覧
・
大
正
三
～
四
年
』宝
東
京
高
等
工
業
学
校
、
一
九
一
四
年
宝、

註宝
3
宝『
東
京
高
等
工
業
学
校
一
覧
・
大
正
九
～
十
年
』宝。

宝
5
宝　

吉
本
與
志
雄
の
履
歴
書
宝
は
宝
ビ
ル
デ
ン
グ
宝
宝
表
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
6
宝　

註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝
宝
記
載
さ
れ
宝
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
懸
賞
で
あ
っ
た
か
不
明
で

あ
宝
。

宝
7
宝　

吉
本
は
宝
恩
師
桜
井
小
太
郎
宝
宝
表
記
宝
宝宝
註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝宝。
大
正
十
二
年
五
月
、

桜
井
小
太
郎
を
は
じ
め
山
宝
寿
郎
・
川
本
良
一
・
石
原
信
之
ほ
か
十
数
名
が
、
三
菱
地
所
を
一

斉
宝
退
社
し
た
こ
宝
が
知
ら
れ
宝
お
り
、
吉
本
も
こ
の
中
の
一
人
宝
考
え
ら
れ
宝
。
同
九
年

一
月
宝
設
計
課
三
十
六
名
、
工
作
課
十
九
名
を
有
し
た
地
所
部
は
、
同
十
二
年
四
月
二
十
日

の
職
制
改
正
で
設
計
課
・
工
作
課
が
な
く
な
り
、
新
た
宝
立
宝
ら
れ
た
営
繕
課
は
二
十
三
名

宝
な
っ
宝
宝
宝宝『
丸
の
内
百
年
の
歩
み　

三
菱
地
所
社
史　

上
巻
』、
三
菱
地
所
株
式
会
社
、

一
九
九
三
年
宝。

　

中
村
勝
哉
宝
桜
井
小
太
郎
宝
宝宝『
桜
井
小
太
郎
作
品
集
』
桜
井
小
太
郎
作
品
集
刊
行
会
、

一
九
三
〇
年
宝宝
よ
れ
ば
、
桜
井
小
太
郎
建
築
事
務
所
員
の
過
宝
数
は
、宝
石
原
信
之
氏
初
め
退

社
の
際
、
赤
星
地
所
部
長
の
厚
宝
宝
依
り
三
菱
か
ら
も
ら
ひ
受
け
た
人
々
で
、
君
宝
取
っ
宝
は

信
頼
宝
情
誼
の
深
宝
者
の
み
で
あ
宝
。
丸
ビ
ル
七
階
の
桜
井
小
太
郎
建
築
事
務
所
を
訪
ね
宝
者

は
、
あ
の
明
宝
宝
清
澄
な
君
の
宝
声
宝
、
石
原
氏
の
温
容
宝
接
し
、
所
員
一
同
の
愉
快
宝
執
務

さ
れ
宝
居
宝
の
を
見
宝
、
宝
づ
れ
も
余
慶
あ
宝
人
々
の
集
り
宝
し
宝
心
か
ら
敬
慕
の
念
の
湧
く

の
を
覚
え
宝
宝
宝
し
宝
宝
宝
。

宝
8
宝　

東
洋
文
庫
は
桜
井
小
太
郎
・
石
原
信
之
設
計
、
東
京
市
本
郷
区
上
富
士
前
町
二
十
六
番
地

宝
現
在
の
文
京
区
本
駒
込
宝宝
建
宝
ら
れ
た
。
大
正
十
一
年
十
月
起
工
、
同
十
三
年
五
月
竣
工

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
で
あ
り
、
吉
本
與
志
雄
は
現
場
主
任
を
務
め
た宝『
建
築
雑
誌
』

四
六
二
、
日
本
建
築
学
会
、
一
九
二
四
年
宝。
ま
た
中
村
勝
哉
編
『
桜
井
小
太
郎
作
品
集
』宝
註

宝
7
宝宝で
も
東
洋
文
庫
設
計
監
督
の
項
目
宝
宝
工
学
博
士
桜
井
小
太
郎
担
当
の
宝
宝
石
原
信
之
、

吉
本
與
志
雄
、
不
破
清
俊
外
数
名
終
始
之
れ
宝
従
事
せ
り
宝
宝
あ
宝
。

註宝
1
宝　

吉
本
の
建
築
を
扱
っ
た
論
文
は
左
記
以
外
宝
確
認
し
宝
宝
な
宝
。

五
十
嵐
あ
宝
か
・
伊
藤
裕
久
・
石
榑
督
和
宝
９
４
８
４　

東
京
回
教
礼
拝
堂
の
形
成
過
程
宝
空

間
構
成
宝
関
宝
宝
考
察
宝宝『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集宝
東
北
宝』
日
本
建
築
学
会
、

二
〇
一
八
年
宝。　

宝
2
宝　

吉
本
の
履
歴
作
成
宝
あ
た
っ
宝
は
田
中
淳
之
氏
よ
り
、
卒
業
論
文
執
筆
の
際
宝
吉
本
家
よ

り
受
け
宝
っ
た
宝
宝
う
宝
履
歴
書
宝
ほ
か
の
資
料
の
コ
ピ
ー
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
左
記
文
献
を

確
認
し
た
。

堀
勇
良
『
日
本
近
代
建
築
人
名
総
覧
』宝
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
一
年
宝。　

田
中
淳
之
宝
日
本
近
代
建
築
宝
お
け
宝
イ
ス
ラ
ー
ム
様
式
宝宝
一
九
九
七
年
度
奈
良
大
学
文
学
部

文
化
財
学
科
卒
業
論
文
宝。

宝
3
宝　

註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝、
東
京
高
等
工
業
学
校
編
『
東
京
高
等
工
業
学
校
一
覧
・
大
正
九
～

十
年
』宝
東
京
高
等
工
業
学
校
、
一
九
二
〇
年
宝。

宝
4
宝　

東
京
高
等
工
業
学
校
建
築
科
は
当
時
滋
賀
重
列
が
建
築
科
長
を
務
め
、
前
田
松
韻
・
橘
節



建
築
家
・
吉
本
與
志
雄
宝
尾
張
宝
川
家

一
〇
七

宝
9
宝　

註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝。
大
正
十
年
の
桜
井
小
太
郎
設
計
の
幣
原
喜
重
郎
邸
設
計
宝
面宝
三

菱
地
所
宝が
知
ら
れ
宝
こ
宝
か
ら
、
桜
井
設
計
の
建
物
の
監
督
業
務
宝
推
定
宝
宝宝
藤
森
照
信

宝
丸
の
内
を
宝
く
宝
た
建
築
家
た
ち　

む
か
し
・
宝
ま
宝https://w

w
w

.m
jd.co.jp/130th/

m
ukashiim

a04_02.htm
l

宝。

宝
10
宝　

大
橋
進
一宝
一
八
八
五
～
一
九
五
九
宝は
、
博
文
館
二
代
目
館
主
大
橋
進
太
郎
の
長
男
宝
し

宝
生
ま
れ
、
大
正
七
年
博
文
館
の
株
式
会
社
改
組
宝
伴
宝
三
代
目
社
長
宝
就
任
、
私
立
大
橋
宝

書
館
も
運
営
し
宝
宝
た
。
昭
和
二
十
一
年
宝
日
本
自
由
出
版
協
会
の
設
立
宝
際
し
宝
初
代
会
長

宝
就
任
、
戦
後
博
文
館
は
解
体
し
た
。『
人
事
興
信
録
』
第
八
版宝
一
九
二
八
年
宝、『
人
事
興
信

録
』第
十
版宝
一
九
三
四
年
宝、
鈴
木
徹
造『
出
版
人
物
事
典　

明
治
か
ら
平
成　

物
故
出
版
人
』

宝
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
九
六
年
宝、
稲
岡
勝
監
修
『
出
版
文
化
人
物
事
典　

江
戸
か
ら
近
現

代
・
出
版
人
１
６
０
０
人
』宝
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
三
年
宝。『
博
文
館
五
十
年
史
』宝
博

文
館
、
一
九
三
七
年
宝宝
よ
れ
ば
牛
込
若
宮
町
の
邸
宅
落
成
は
大
正
十
五
年
十
二
月
十
四
日
で

あ
り
、
註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝
宝
掲
載
さ
れ
宝
面
も
宝
来
宝
宝
。

宝
11
宝　

伊
藤
欣
二宝
一
八
八
四
～
歿
年
不
明
宝は
明
治
四
十
三
年
千
葉
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
し
ド

イ
ツ
・
米
宝
宝
留
学
し
た
が
、
実
業
家
・
伊
藤
幹
一
の
養
子
宝
な
り
大
正
十
一
年
家
督
を
宝
続

し
、
自
身
も
実
業
家
宝
な
っ
た
。
夫
人
文
は
大
橋
進
太
郎
三
女
で
あ
り
、
大
橋
進
一
宝
義
兄

弟
で
あ
宝
。
註宝
10
宝『
人
事
興
信
録
』
第
八
版
、『
人
事
興
信
録
』
第
九
版宝
一
九
三
一
年
宝、

宝
変
っ
た
畑
か
ら
実
業
界
宝
入
っ
た
伊
藤
欣
二
君
宝宝『
実
業
之
日
本
』
六
─
一
、実
業
之
日
本
社
、

一
九
二
七
年
宝。
伊
藤
欣
二
邸
は
註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝宝
は
あ
宝
が
竣
工
年
代
等
は
不
明
で
あ
宝
。

宝
12
宝　

渡
辺
荘宝
一
八
五
九
～
一
九
二
九
宝は
岡
山
藩
士
山
室
忠
左
衛
門
の
次
男
宝
し
宝
岡
山
宝
生

ま
れ
た
。
岡
山
で
小
学
校
宝
務
め
た
り
雑
貨
店
を
開
宝
た
り
し
た
が
岡
山
で
塾
を
運
営
し
宝
宝

た
山
本
達
雄
の
宝
で
勉
強
し
、
日
本
郵
船
宝
入
社
、
の
ち
貿
易
業
を
起
こ
し
銀
行
経
営
を
お
こ

な
っ
宝
財
を
な
し
た
。
妻
の
影
響
で
キ
リ
ス
ト
教
宝
入
信
し
、
富
士
見
教
会
の
設
立
や
東
京

神
学
社
の
建
設
資
金
な
ど
宝
私
財
を
投
じ
た
。『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』宝
教
文
館
、

一
九
八
八
年
宝、宝
渡
辺
荘
追
想
宝宝『
石
原
謙
著
作
集
』第
十
一
巻
、
岩
波
書
店
、一
九
七
九
年
宝。

吉
本
が
建
宝
た
一
番
町
の
私
邸
宝
は
神
学
研
究
の
宝
書
を
お
さ
め
宝
文
庫宝
千
鳥
ヶ
淵
神
学
研

究
所
宝が
併
設
さ
れ
た
。
渡
辺
邸
の
設
計
施
工
は
註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝
宝
記
さ
れ
宝
ほ
か
宝
面

が
宝
来
宝
宝
。

宝
13
宝　

岩
崎
輝
弥宝
一
八
八
七
～
一
九
五
六
宝は
岩
崎
弥
之
助
の
三
男
。
東
京
帝
宝
大
学
農
科
大
学

を
卒
業
後
、
実
業
界
宝
進
ん
だ
が
酪
農
業
宝
従
事
し
た
こ
宝
が
知
ら
れ
宝宝
註宝
11
宝『
人
事
興

信
録
』
第
九
版
、
註宝
10
宝
『
人
事
興
信
録
』
第
十
版
宝。
岩
崎
輝
弥
邸
の
設
計
施
工
は
註宝
2
宝

宝
履
歴
書
宝
宝
掲
載
さ
れ
宝
面
も
宝
来
を
確
認
し
宝
宝
宝
が
、
現
在
の
宝
こ
ろ
年
代
不
明
で
あ

宝
。

宝
14
宝　

愛
知
銀
行
本
店
は
愛
知
銀
行
建
築
課
設
計
宝
よ
宝
近
世
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
階
の
建
物
で
名
古
屋
市
西
区
玉
屋
町
三
丁
目
十
八
番
地宝
昭
和
四
年
六
月
五
日
以

降
、
名
古
屋
市
告
示
第
八
四
号
宝
よ
り
名
古
屋
市
西
区
御
幸
本
町
通
八
丁
目
十
八
番
地
宝
町

名
改
称
宝宝
建
宝
ら
れ
た
。
大
正
十
五
年
九
月
起
工
、
昭
和
三
年
六
月
竣
工
、
本
店
建
築
宝
あ

た
り
藤
村
朗
が
建
築
顧
問
を
務
め
、
清
水
組
宝
因
り
施
工
さ
れ
た宝
大
澤
吉
五
郎
『
愛
知
銀
行

四
十
六
年
史
』
東
海
銀
行
、
一
九
四
四
年
宝。

吉
本
與
志
雄
宝
最
後
の
殿
様　

宝
川
義
親
宝宝『
東
京
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
』
一
九
七
三
～

七
四
、
№
1
、
2
、
東
京
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
出
版
年
不
明
宝宝
は
藤
村
朗
の
推
薦
を
受

け
宝
建
築
総
監
督
宝
な
っ
た
こ
宝
宝
加
え
、
藤
村
や
頭
取
渡
辺
義
郎
が
岩
崎
家
の
縁
戚
宝
あ
た

宝
こ
宝
宝
触
れ
宝
宝
宝
。

宝
15
宝　

宝
前
工
業
会
は
東
京
高
等
工
業
学
校
出
身
者
の
団
結
を
は
か
宝
た
め
明
治
三
十
九
年
宝
成

立
し
、
大
正
六
年
頃
宝
は
宝
前
工
業
会
館
の
設
立
を
検
討
し
宝
宝
た
が
中
止
さ
れ
宝
宝
た
。
昭

和
二
年
、
開
館
建
設
の
促
進
運
動
が
宝
議
さ
れ
、
震
災
焼
失
地
域
な
ら
ば
政
府
の
補
助
金
が
あ

り
、
営
利
事
業
宝
宝
れ
ば
復
興
建
設
助
成
会
社
よ
り
資
金
借
入
も
可
能
で
あ
宝
宝
し
宝
、
会
館

建
設
宝
株
式
組
織
を
設
立
し
、
丸
の
内
近
辺
の
焼
失
地
域
付
近
宝
開
設
宝
宝
こ
宝
宝
し
た
。
昭

和
四
年
五
月
会
館
建
設
が
決
議
さ
れ
、
十
一
月
十
七
日
宝
は
株
式
会
社
宝
前
工
業
会
館
へ
創

立
費
用
の
貸
与
・
設
立
・
株
式
の
取
得
等
が
可
決
、
株
式
会
社
宝
前
工
業
会
館
が
創
立
さ
れ

た
。
同
五
年
六
月
二
十
六
日
宝
東
京
市
芝
区
日
蔭
町
一
丁
目
一
番
地
の
建
設
予
定
地
の
契
約
調

印
、
同
年
七
月
一
日
、
会
館
建
設
設
計
宝
案
懸
賞
募
集
規
定
が
発
表
さ
れ
た宝『
宝
前
工
業
会

誌
』
三
一
九
、
宝
前
工
業
会
、
一
九
三
〇
年
宝。
八
月
二
十
五
日
の
締
切
宝
は
四
十
一
通
の
応

募
が
あ
り
、
懸
賞
設
計
宝
案
審
査
委
員
で
あ
宝
宝
前
工
業
会
理
事
長
内
村
達
次
郎
・
株
式
会
社

宝
前
工
業
会
館
創
立
委
員
長
笹
村
吉
郎
・
名
誉
会
員
工
学
博
士
佐
野
利
器
・
特
別
会
員
バ
チ

ラ
ー
オ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス
・
マ
ス
タ
ー
オ
ブ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
滋
賀
重
列
・
名
誉
会
員
工
学
博

士
曽
根
達
宝
・
特
別
会
員
工
学
博
士
田
邊
平
學
・
特
別
会
員
工
学
博
士
前
田
松
韻
の
七
名
宝
よ

り
建
築
設
計
宝
案
の
入
賞
作
が
選
ば
れ
、
吉
本
案
は
一
等
を
得
た
。
九
月
十
九
日
宝
二
十
日
創



建
築
家
・
吉
本
與
志
雄
宝
尾
張
宝
川
家

一
〇
八

立
事
務
所
で
懸
賞
宝
案
の
入
選
全
作
が
展
示
さ
れ
た
。
実
施
設
計
及
び
監
督
は
松
宝
新
作
が
行

宝
、
戸
田
組
施
工
宝
よ
り
同
六
年
二
月
十
二
日
起
工
、
同
六
年
十
二
月
二
十
六
日
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
六
階
建
宝
の
会
館
が
竣
工
し
た
。
翌
二
十
七
日
宝
開
館
式
が
挙
行
さ
れ
翌
二
十
八
日

よ
り
営
業
開
始
し
た宝『
株
式
会
社
宝
前
工
業
会
館
創
立
十
年
史
』
株
式
会
社
宝
前
工
業
会
館
、

一
九
四
三
年
、『
宝
前
工
業
会
誌
』
三
一
三
～
三
一
九
、
三
二
一
～
八
、
三
三
三
、
三
三
六
～

三
四
〇
、
宝
前
工
業
会
、
一
九
三
〇
年
～
一
九
三
二
年
宝。

宝
16
宝　

西
郷
吉
之
助宝
一
九
〇
六
～
九
七
宝は
西
郷
隆
盛
の
嫡
男
で
あ
宝
寅
太
郎
の
三
男
。
宝
川
義

親
の
次
女
春
子
宝
昭
和
七
年
十
月
二
十
日
宝
川
家
正
媒
酌
の
も
宝
結
婚
し
た宝
昭
和
二
十
年
離

縁
宝。
設
計
宝
面
が
宝
え
ら
れ
宝
宝
宝
。

宝
17
宝　

大
正
三
年宝
一
九
一
四
宝巣
鴨
か
ら
上
州
群
馬
を
結
ぶ
こ
宝
を
目
指
し
た
東
上
鉄
道
が
池
袋

～
田
面
沢
間
で
開
通
し
た
。
同
社
は
同
六
年
宝
東
武
鉄
道
宝
合
併
し
、
昭
和
二
年宝
一
九
二
七
宝

東
武
鉄
道
は
操
車
場
用
地
宝
し
宝
常
盤
台
周
辺
を
買
収
し
た
が
採
算
面
で
中
止
宝
な
り
、
直
営

の
郊
外
住
宅
地
宝
し
宝
開
発
し
た
。
同
十
年
武
宝
常
盤
駅
が
開
業
し
、
翌
年
か
ら
常
盤
台
住
宅

の
分
譲
が
開
始
し
た
。
常
盤
台
住
宅
地
の
分
譲
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
宝
は
、
同
十
一
年
宝
吉
本
建
築

事
務
所
の
一
棟宝
区
画N

o.263

、
敷
地
一
〇
三
坪
、
建
物
三
八
・
五
坪
、
一
階
建
六
部
屋
宝、
翌

年
宝
は
二
棟宝
区
画N

o.265

、
敷
地
七
四
坪
、
建
物
二
〇
・
八
坪
、
一
階
建
四
部
屋
宝／宝
区
画

N
o.273

、
敷
地
一
三
五
坪
、
建
物
四
〇
坪
、
二
階
建
宝
六
部
屋
宝の
建
売
住
宅
が
掲
載
さ
れ
宝

宝
宝宝
板
橋
区
教
育
委
員
会
編
『
常
盤
台
住
宅
物
語
』〈
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
第
八
五
集
〉
板
橋
区
、

一
九
九
九
年
宝。　

宝
18
宝　

明
治
四
十
一
年
宝
完
成
し
た
岩
崎
家
高
宝
邸
宝
は
前
年
結
婚
し
た
岩
崎
小
弥
太
夫
妻
が
三

年
ほ
ど
暮
ら
し
、
夫
妻
が
駿
河
台
宝
戻
っ
宝
か
ら
は
接
客
施
設
宝
し
宝
使
用
さ
れ
た
。
昭
和

十
三
年
二
月
二
十
二
日
岩
崎
小
弥
太
は
株
式
会
社
三
菱
社
宝
高
宝
邸
の
土
地
約
一
五
三
一
〇
坪

宝
建
物
を
百
二
十
一
万
六
千
百
二
十
六
円
で
譲
渡
し
同
年
十
月
四
日
宝
開
東
閣
宝
宝
命
名
し

た
。宝
開
東
閣
由
来
宝
宝
よ
れ
ば
高
宝
邸
は
、
表
門
は
備
前
藩
池
田
家
上
屋
敷
表
門
を
移
築
、

四
三
〇
坪
の
日
本
屋
宝
釈
迦
堂
は
駿
河
台
邸
よ
り
移
築
し
、
洋
館
二
階
建
延
坪
九
八
七
坪
を
新

築
、
温
室
、
菜
園
、
果
樹
園
、
養
鶏
場
な
ど
の
一
大
農
園
を
附
設
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和

二
十
年
五
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
の
空
襲
で
日
本
館
宝
宝
宝
日
本
門
は
全
焼
、
西
洋
館
も
内

部
が
焼
失
し
た
が
、
焼
失
宝
宝
前
の
大
規
模
な
改
装
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
宝
宝
な
宝
。
鈴
木
博

之
監
修
『
岩
崎
彌
之
助
高
宝
邸
・
開
東
閣
─
建
築
史
料
集
』宝
開
東
閣
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
宝、

米
山
勇
監
修
『
三
菱
四
代
社
長
ゆ
か
り
の
邸
宅
・
庭
園
』宝
三
菱
広
報
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
宝。

宝
19
宝　

昭
和
十
二
年
十
月
一
日
起
工
、
同
十
三
年
五
月
十
二
日
竣
工
の
木
造
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
併
用
二
階
、
塔
五
階
の
建
物
で
、
渋
谷
区
代
々
木
大
山
町
一
〇
五
八
番
地
宝
建
宝
ら
れ
た
。

工
事
設
計
監
督
者
は
吉
本
與
志
雄
、
現
場
監
督
は
尾
張
家
目
宝
本
邸
宝
同
じ
く
斎
藤
尊
次
、
施

工
は
師
田
組
で
あ
宝宝
吉
本
與
志
雄
宝
東
京
回
教
礼
拝
堂
宝
就
宝
宝宝
東
京
回
教
礼
拝
堂宝
Ⅰ
宝宝

『
建
築
雑
誌
』
五
二
─
六
四
二
、
日
本
建
築
学
会
、
一
九
三
八
年
宝。
五
月
十
二
日
の
落
成
式
宝

は
イ
エ
メ
ン
宝
王
第
三
王
子
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
駐
英
公
使
な
ど
が
列
席
し
た宝宝
礼
拝
堂
落
成

式
宝
就
宝
宝『
イ
ス
ラ
ム
』
四
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
協
会
、
一
九
三
八
年
宝。
註宝
1
宝文
献
参
照
。

宝
20
宝　

註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝。
三
菱
商
事
各
支
店
の
再
開
、
開
設
宝
宝
宝
宝
は
『
三
菱
商
事
社
史
』

資
料
編宝
三
菱
商
事
、
一
九
八
七
年
宝を
参
考
宝
し
た
。
三
菱
商
事
漢
口
支
店
は
昭
和
十
二
年
八

月
の
第
二
次
上
海
事
変
で
閉
鎖
し
宝
宝
た
が
同
十
三
年
十
月
再
開
し
た
。
上
海
支
店
も
同
七
年

一
月
の
第
一
次
上
海
事
変
で
一
般
商
取
引
は
完
全
宝
停
止
し
宝
宝
た
が
、
同
十
二
年
十
一
月
再

開
し
た
。
三
菱
地
所
上
海
出
張
所
で
の
設
計
監
督
業
務
宝
し
宝
中
華
製
鉄
呉
淞
工
場
第
二
期
工

事
、
日
亜
製
鋼
鍛
造
工
場
、
横
浜
正
金
銀
行
事
務
所
・
社
宅
、
三
菱
商
事
由
来
の
潤
滑
油
工
場

が
あ
宝
こ
宝
か
ら
こ
れ
ら
宝
も
関
与
し
た
宝
思
わ
れ
宝宝
註宝
7
宝『
丸
の
内
百
年
の
あ
ゆ
み
』宝。

　

大
正
十
年
、
吉
本
は
三
菱
合
資
会
社
地
所
部
在
籍
中
宝
上
海
漢
口
へ
の
出
張
経
験
が
あ
宝

宝
註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝宝。
こ
の
出
張
を
通
じ
宝
地
縁
を
も
っ
た
可
能
性
が
あ
宝
。

宝
21
宝　

註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝、
註宝
7
宝『
丸
の
内
百
年
の
あ
ゆ
み
』。
三
菱
地
所
上
海
出
張
所
は
上

海
黄
浦
灘
路
十
二
号
興
亜
大
楼
二
階
一
〇
一
号
室
。宝
履
歴
書
宝
宝
は
上
海
海
軍
武
官
府
及
陸

軍
武
官
府
の
無
給
嘱
託
で
あ
宝
事
が
記
さ
れ
、『
丸
の
内
百
年
の
あ
ゆ
み
』
宝
も
宝
二
十
年
宝

入
宝
宝
当
社
技
師
は
二
名
宝
も
陸
軍
部
隊
嘱
託宝
高
等
官
待
遇
宝を
依
嘱
さ
れ
、
部
隊
管
轄
宝
の

倉
庫
先
決
な
ど
宝
従
事
し
宝
宝
た
宝
宝
あ
宝
。
履
歴
書
宝
は
八
年
間
宝
東
京
宝
上
海
間
を
二
十

回
以
上
往
復
、
昭
和
二
十
年
三
月
内
地
宝
帰
還
宝
あ
宝
。
ま
た
五
十
嵐
は
『
三
菱
地
所
株
式
会

社
名
簿
』宝
一
九
四
三
年
、
四
四
年
宝か
ら
、
吉
本
が
三
菱
地
所
建
築
家
土
木
係
宝
嘱
託
宝
し
宝

所
属
し
宝
宝
た
こ
宝
を
指
摘
し
宝
宝
宝宝
註宝
1
宝論
文
宝。

宝
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宝　

註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝。
吉
本
与
志
雄
宝
水
島
地
区
産
業
の
発
展
宝宝『
関
経
連
』
一
四
、
関
西

経
済
連
合
会
、
一
九
四
八
年
宝。

竹
宝
昌
三
宝
地
域
開
発
宝
鉄
道
経
営宝
Ⅰ
宝─
水
島
鉄
道
宝
宝
宝
宝
─
宝宝『
岡
山
大
学
経
済
学
会

雑
誌
』
一
─
二
、
岡
山
大
学
経
済
学
会
、
一
九
七
〇
年
宝。



建
築
家
・
吉
本
與
志
雄
宝
尾
張
宝
川
家

一
〇
九

水
之
江
季
彦
、
竹
宝
昌
三
『
水
島
工
業
地
帯
の
生
成
宝
発
展
』宝
風
間
書
房
、
一
九
七
一
年
宝。

『
丸
の
内
百
年
の
あ
ゆ
み　

三
菱
地
所
社
史　

資
料
・
年
表
・
索
引
』宝
三
菱
地
所
株
式
会
社
、

一
九
九
三
年
宝宝
も
昭
和
二
十
一
年
五
月
一
日
宝
水
島
事
務
所
設
置宝
岡
山
、
三
菱
重
工
水
島
機

器
製
作
所
福
利
厚
生
施
設
の
管
理
引
継
ぎ
の
た
め
、
三
菱
重
工
水
島
機
器
製
作
所
よ
り
二
百
九

名
を
当
社
宝
引
き
継
ぐ
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十
日
廃
止
宝宝
宝
あ
宝
。

宝
23
宝　

註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝。
吉
本
は
宝
履
歴
書
宝
の
昭
和
二
十
六
年
の
項
目
で
自
身
の
事
業
が

既
宝
建
築
設
計
か
ら
会
社
経
営
宝
移
っ
た
宝
記
し
宝
宝
宝
。
建
築
家
宝
留
ま
ら
な
か
っ
た
背
景

宝
は
、
実
務
宝
優
れ
た
才
能
を
持
ち
、
戦
後
日
本
の
各
地
で
起
き
宝
宝
た
問
題
を
解
消
宝
べ
く

間
口
を
広
げ
た
こ
宝
が
あ
宝
宝
感
じ
ら
れ
宝
。
同
九
年
吉
本
が
記
し
た
宝
北
鮮
羅
津
の
重
要
性

を
論
ず
宝宝『
醤
油
宝
味
噌
』
三
─
四
、
木
宝
醸
造
研
究
所
、
一
九
三
四
年
宝宝
は
、
軍
事
上
・
経

済
上
の
要
所
宝
注
目
宝
宝
吉
本
の
視
点
が
示
さ
れ
宝
お
り
、
建
築
だ
け
で
は
な
宝
視
野
の
広
さ

を
備
え
宝
宝
た
こ
宝
を
宝
え
宝
。

宝
24
宝　
宝
第
十
三
代
歴
代
会
長　

吉
本
与
志
雄
氏
逝
く
宝宝『
東
京
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
』

一
九
七
三
～
七
四
、
№
1
、
2
、
東
京
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
出
版
年
不
明
宝。

宝
25
宝　
宝
岩
崎
家
伊
東
別
荘
宝
宝
該
当
宝
宝
建
物
は
判
明
し
宝
宝
な
宝
。

宝
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宝　

註宝
2
宝宝
履
歴
書
宝
宝
は
吉
本
建
築
事
務
所
の
宝
設
計
監
督
宝
し
た
建
物
宝
し
宝
宝
成
蹊

学
園
宝
宝
の
み
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
。
成
蹊
学
園
本
館
は
桜
井
小
太
郎
設
計
宝
し
宝
知
ら
れ
宝

が
、
桜
井
小
太
郎
は
宝
成
蹊
学
園
新
築
宝
宝
宝
宝
宝宝『
建
築
画
報
』
一
九
〇
、
建
築
画
報
社
、

一
九
二
五
年
宝の
中
で
自
身
は
宝
顧
問
宝、
設
計
は
清
水
組
宝
記
し
宝
宝
宝
。
ま
た
昭
和
二
年
竣

工
の
理
化
館
は
成
蹊
学
園
で
は
旧
制
高
校
教
諭
加
藤
藤
吉
設
計
宝
し
宝
宝
え
ら
れ
、
同
学
園
の

宝
面
宝
は
宝
合
資
会
社
清
水
組
設
計
部
設
計
宝
宝
あ
宝
宝
宝
う
。
現
段
階
で
は
ど
の
建
物
宝
関

与
し
た
か
不
明
で
あ
宝
。
成
蹊
学
園
の
建
物
宝
宝
宝
宝
成
蹊
学
園
史
料
館
・
保
延
有
美
氏
宝
御

教
示
賜
っ
た
。

宝
27
宝　

註宝
18
宝参
照
。
今
回
確
認
さ
れ
た
宝
面
宝
戦
前
の
開
東
閣
を
撮
影
し
た
写
真
の
比
較
宝
よ

り
、
今
後
多
く
が
判
明
宝
宝
宝
考
え
宝
。
こ
の
年
五
月
七
日
三
菱
地
所
株
式
会
社
は
設
立
し
た

が
、
地
所
課
の
本
館
・
建
築
・
高
宝
の
三
係
は
本
社
宝
留
ま
っ
た
宝
さ
れ
宝
こ
宝
か
ら
、
開
東

閣
修
繕
が
吉
本
宝
課
さ
れ
た
理
由
も
こ
れ
ら
の
事
情
宝
関
係
宝
宝
の
で
は
な
宝
か
宝
考
え
宝

宝
註宝
7
宝『
丸
の
内
百
年
の
あ
ゆ
み
』
上
巻
宝。

宝
28
宝　
『
宝
前
工
業
会
誌
』宝
三
二
一
、
宝
前
工
業
会
、
一
九
三
〇
年
宝。　

宝
29
宝　

註宝
15
宝参
照
。
建
築
設
計
宝
案
懸
賞
応
募
は
宝
前
工
業
会
員
宝
限
定
さ
れ
た
。宝
宝
前

工
業
会
館
建
築
設
計
宝
案
懸
賞
募
集
規
定
宝宝『
宝
前
工
業
会
誌
』
三
一
九
、
宝
前
工
業
会
、

一
九
三
〇
年
宝。

宝
30
宝　

拙
稿
宝
尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸
宝
上
・
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
四
八
・
四
九
、
宝
川
黎

明
会
、
二
〇
二
一
・
二
〇
二
二
年
宝。

宝
31
宝　
宝
財
団
法
人
宝
川
黎
明
会
略
史
宝宝
宝
川
黎
明
会
総
務
部
、
一
九
九
三
年
宝。
戸
田
康
泰

宝
一
八
六
〇
～
一
九
〇
三
宝の
後
妻
宝
し
宝
、
宝
川
慶
勝
八
女
富
子宝
一
八
七
一
～
一
九
〇
九
宝が

嫁
宝
だ
が
、
明
治
三
十
六
年
宝
康
泰
が
亡
く
な
り
、
戸
田
康
保
は
幼
宝
時
か
ら
尾
張
家
の
援
助

を
得
宝
育
っ
た
。
ま
た
康
保
は
宝
川
義
親
の
後
輩
で
、
義
親
同
様
学
習
宝
か
ら
東
京
帝
宝
大
学

植
物
学
科
宝
入
り
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
品
種
改
良
で
名
を
残
し
宝
宝
宝
。
こ
の
康
保
宝
は
、
血
縁

上
義
親
の
姪
で
あ
宝
松
平
茂
昭
の
娘
、
昭
子
が
嫁
宝
だ
。
昭
子
は
義
親
宝
兄
弟
の
よ
う
宝
共
宝

幼
少
期
を
過
ご
し
た
。

宝
32
宝　
宝
目
宝
邸
新
築
日
誌
・
建
物
明
細
宝宝
宝
川
黎
明
会
・
尾
張
宝
川
家
・
八
雲
産
業
株
式
会
社

共
有
資
料宝
財
団
史
四
〇
五
宝、
一
九
三
四
年
宝。

宝
33
宝　

註宝
14
宝吉
本
文
献
。

宝
34
宝　

註宝
32
宝文
献
。

宝
35
宝　

註宝
32
宝文
献
。

宝
36
宝　

拙
稿
宝宝
尾
張
宝
川
美
術
館
宝
設
計
懸
賞
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
四
三
、
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
一

六
年
宝。

宝
37
宝　
宝
昭
和
六
年
九
月　

新
築
工
事
宝
関
宝
宝
記
事
控
宝宝
宝
川
黎
明
会
・
尾
張
宝
川
家
・
八
雲

産
業
株
式
会
社
共
有
資
料宝
財
団
史
Ｉ
九
宝宝。

宝
38
宝　

吉
本
與
志
雄
宝
宝
川
家
目
宝
本
邸
建
築
宝
就
宝
宝
宝宝
宝
川
黎
明
会
・
尾
張
宝
川
家
・
八
雲

産
業
株
式
会
社
共
有
資
料宝
財
団
史
Ｉ
一
三
宝宝。

宝
39
宝　

註宝
14
宝吉
本
文
献
。
鈴
木
信
吉
は
大
正
十
四
年
六
月
十
五
日
か
ら
尾
張
家
の
御
宝
談
人
を

務
め
た
。
同
十
三
年
三
月
十
一
日
宝
堀
鉞
之
丞
が
家
令
を
退
任
し
宝
以
降
尾
張
家
の
家
令
は
空

席
宝
な
っ
宝
お
り
、
昭
和
二
年
三
月
十
日
宝
は
愛
知
銀
行
宝
勤
め
た
ま
ま
宝
家
令
事
務
取
扱
補

佐
宝
な
り
、
愛
知
銀
行
を
辞
職
し
宝
同
四
年
九
月
宝
正
式
宝
家
令
宝
就
任
し
た宝宝
御
宝
談
人
依

嘱
解
嘱
・
御
家
職
任
免
調
書宝
明
治
二
年
～
昭
和
二
十
三
年
宝宝宝
宝
川
黎
明
会
・
尾
張
宝
川
家
・

八
雲
産
業
株
式
会
社
共
有
資
料宝
財
団
史
四
二
四
宝宝。
愛
知
銀
行
は
尾
張
家
十
八
代
当
主
宝
川



建
築
家
・
吉
本
與
志
雄
宝
尾
張
宝
川
家

一
一
〇

義
禮
を
は
じ
め
伊
藤
次
郎
左
衛
門
・
関
戸
守
彦
・
岡
谷
惣
助
等
が
設
立
発
起
し
、
明
治
二
十
九

年
三
月
十
九
日
宝
設
立
認
可
、
同
年
四
月
二
十
日
宝
営
業
開
始
し
た
。
尾
張
家
は
同
社
の
筆
頭

株
主
で
あ
り
、
取
締
役
宝
家
令
や
家
扶
が
名
を
連
ね
宝
宝
宝
。
鈴
木
も
愛
知
銀
行
の
職
員
宝
し

宝
辞
職
し
た
後
も
愛
知
銀
行
が
合
併
宝
宝
ま
で
役
員
宝
名
を
連
ね
宝
宝
宝宝
註宝
14
宝『
愛
知
銀

行
四
十
六
年
史
』宝。
吉
本
の
記
し
た
経
緯
は
鈴
木
家
令
の
現
在
知
ら
れ
宝
経
歴
宝
は
矛
盾
し
宝

宝
な
宝
。 

宝
宝
川
美
術
館　

非
常
勤
學
藝
員
宝
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十
輯
　〔
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一
回
刊
行
〕

─
史
学
美
術
史
論
文
集
─

令
和
五
年
三
月
　

三
十
　

日
　
編
集

令
和
五
年
三
月
　

三
十
　

日
　
印
刷
・
発
行

深

井

雅

海

徳

川

義

崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
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法
人
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会

電
話
（
3950
）
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代
）
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171
─
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東
京
都
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区
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史
研
究
所
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名
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東
区
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所
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東
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